
～ みずあそび ～

　　　　　　　　７月１８日、緑ヶ丘保育所

□ ６月定例会（２５年度補正予算） P ２ ～ 

□ 第３回臨時会 P ５ 

□ 町政を問う（一般質問） P ６ ～

□ 行政報告他 P ８ ～ 

□ 行政視察レポート他 P １０
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歳出の主な内容（平成 25 年度一般会計補正予算）

補正のあった歳出の主な内容 補正額

　山鹿浜口線道路周辺測量委託料

　（夏井ヶ浜芦屋釜風呂跡地周辺道路改修に係る測量委託）
６９０万円

　介護基盤緊急整備補助金

　（グループホーム整備に係る補助金）
２６２５万円

　私立保育所対策等促進事業補助金

　（私立保育所の処遇改善に伴う補助金）
４５８万円

　狩尾池改修工事実施設計委託料

　（狩尾池法面崩落改修工事に係る実施設計委託）
４１９万円

　洞山崩落防止工事実施設計委託料

　（洞山崩落防止工事に係る実施設計委託）
７１９万円

　はまゆう団地２号線法面地質調査委託料

　（はまゆう団地町道２号線の地質調査委託）
３７０万円

　緑ヶ丘歩道橋耐震化工事費

　（緑ヶ丘歩道橋の補強工事）
２６００万円

　夏井ヶ浜不整合層記録保存事業

　（夏井ヶ浜法面芦屋層群の地質調査）
４４１万円

　

一
般
会
計
補
正
予
算　
　

　

１
億
２
０
０
万
円
増
額

　第２回定例会が、平成 25 年６月６日から 14 日まで９日間の

会期で開催されました。

　平成 25 年度一般会計予算に１億 200 万円が追加され、予算の

累計が 59 億 3200 万円になりました。新規事業として、緑ヶ丘

歩道橋の補強工事に 2600 万円などが計上されました。

                                                                     （満場一致・可決）

6月定例会

補強工事が予定されている緑ヶ丘歩道橋

　

一
般
会
計
補
正
予
算　
　

　

１
億
２
０
０
万
円
増
額
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財
団
法
人
芦
屋
町
開
発
公

社
の
解
散
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定

（
満
場
一
致
・
可
決
）

　

平
成
25
年
２
月
１
日
に

解
散
し
た
財
団
法
人
芦
屋

町
開
発
公
社
の
精
算
手
続

き
が
完
了
し
た
た
め
、
関

係
条
例
を
整
理
す
る
条
例

で
す
。

専
決
処
分
事
項
の
承
認

（
満
場
一
致
・
承
認
）

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
芦
屋
町
税
条
例

及
び
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
で
す
。

「
よ
り
豊
か
な
保
育
・
教

育
制
度
の
拡
充
と
子
育
て

支
援
制
度
を
求
め
る
意
見

書
」
提
出
を
求
め
る
請
願

書

（
満
場
一
致
・
採
択
）

　

国
及
び
国
会
に
お
い
て

子
ど
も
の
権
利
を
最
優
先

に
、
国
と
地
方
自
治
体
の

責
任
の
下
で
保
育
所
制
度

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設

置
に
関
す
る
決
議

（
賛
成
多
数
・
一
部
修
正

可
決
）

　

芦
屋
町
に
お
い
て
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置

は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

た
め
、
町
議
会
で
は
町
執

行
部
に
対
し
て
、
平
成
26

年
度
も
80
床
の
配
分
を
、

設
置
許
可
権
限
を
有
す
る

福
岡
県
に
対
し
強
く
要
請

す
る
決
議
で
す
。

医
用
画
像
管
理
シ
ス
テ
ム

購
入
契
約
の
締
結

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

　

医
用
画
像
管
理
シ
ス
テ

ム
は
購
入
後
７
年
を
経
過

し
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と

と
あ
わ
せ
て
、
フ
イ
ル
ム

か
ら
画
像
配
信
に
応
じ
た

シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
を
図

る
た
め
の
買
い
替
え
で

す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

問　

山
鹿
浜
口
線
道
路
周

辺
測
量
委
託
の
目
的
は

答　

芦
屋
釜
風
呂
跡
地
の

活
用
と
は
ま
ゆ
う
群
生
地

前
交
差
点
の
改
良
工
事
の

た
め
、
測
量
を
行
い
ま

す
。

問　

は
ま
ゆ
う
団
地
２
号

線
法
面
地
質
調
査
委
託
の

目
的
は

答　

道
路
表
面
に
ひ
び
割

れ
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、

補
修
又
は
対
策
の
た
め
の

調
査
を
行
い
ま
す
。

問　

狩
尾
池
の
実
施
設
計

委
託
の
目
的
は

答　

南
側
約
１
３
０
メ
ー

ト
ル
が
浸
食
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
改
修
の
た
め
の

設
計
を
行
い
ま
す
。

問　

夏
井
ヶ
浜
不
整
合
層

記
録
保
存
事
業
と
は

答　

地
質
学
的
に
重
要
で

あ
り
、
学
術
的
価
値
に
つ

い
て
調
査
研
究
及
び
記
録

保
存
を
行
い
ま
す
。

問　

緑
ヶ
丘
歩
道
橋
耐
震

化
整
備
事
業
の
財
源
及
び

工
事
内
容
は

答　

70
％
が
交
付
税
措
置

さ
れ
る
国
の
緊
急
防
災
減

災
事
業
債
（
起
債� �
�

）
を
借

り
ま
す
。

　

工
事
内
容
は
、
既
存
の

歩
道
橋
に
落
橋
防
止
の
装

置
を
取
り
付
け
、
耐
震
化

構
造
に
近
づ
け
ま
す
。

�
�　

起
債
：
地
方
公
共
団
体

が
、
必
要
な
財
源
を
調
達
す
る

た
め
に
負
う
債
務

そ
の
他
の
議
案

主
な
質
疑

山鹿保育所で行われた夕涼み会での園児たち　Ｈ 25.7.6

夏井ヶ浜不整合層

（不整合層：地層が中断された重なり方をしている地質構造）
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「特別養護老人ホーム設置に関する決議」の一部修正比較表

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

議案名 / 議員名
松　

上

内　

海

刀　

根

妹　

川

貝　

掛

田　

島

辻　

本

小　

田

今　

井

川　

上

益　

田

中　

西

横　

尾

医用画像管理システム購入契

約の締結
○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

特別養護老人ホーム設置に関

する決議（一部修正）
○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

議

長

　

6月定例会意見が分かれた議案の賛否一覧

　表決にあたり、意見がわかれた議案の賛否について掲載しています。掲載のない議
案は、満場一致で可決されました。ただし、特別養護老人ホーム設置に関する決議に

ついては、原案を一部修正して可決しています。

○賛成、●反対、欠は欠席を表しています。

賛

成

反

対

審議

結果

11 １ 可決

10 ２ 可決

　　原　　案 一 部 修 正 後

　福岡県第６次高齢者福祉計画における、平成

26 年度福岡県高齢者福祉施設等整備方針で、芦

屋町に対し特別養護老人ホームの設置に関して、

80 床の枠が認定されるかどうかは、これまでの

２ケ年にわたり不調となったことから、はなはだ

不確定な状況です。

　現在、芦屋町における待機者は �00 人程度であ

り、かつ将来的に施設入所の対象者になると思わ

れる多くの団塊世代の住民のことを考慮すると、

今後この数は更に増えることが予想されるため、

芦屋町にとって特別養護老人ホームの設置は喫緊

の課題です。

　ついては、特別養護老人ホーム設置の実現につ

いては、議会としても強く希求するとともに、議

会議員として、いやしくも特定の事業者を支援す

る、あるいは支援しないことに加担することな

く、公益のため 80 床の特別養護老人ホーム設置

の実現に努める必要があります。

　また、特別養護老人ホームの設置は自治区など

の同意が必要とされています。このため事業者か

ら地域同意に関する協議の要請については、地域

住民の協力のもとに円滑に行われることを望むも

のです。

　以上のようなことから、町執行部においては、

平成 26 年度の当該整備方針に、芦屋町における

80 床の枠配分について、設置許可権限を有する

福岡県に対して強く要請するよう決議します。

　福岡県第６次高齢者福祉計画における、平成

26 年度福岡県高齢者福祉施設等整備方針で、芦

屋町に対し特別養護老人ホームの設置に関して、

80 床の枠が認定されるかどうかは、これまでの

２ケ年にわたり不調となったことから、はなはだ

不確定な状況です。

　現在、芦屋町における待機者は �00 人程度であ

り、かつ将来的に施設入所の対象者になると思わ

れる多くの団塊世代の住民のことを考慮すると、

今後この数は更に増えることが予想されるため、

芦屋町にとって特別養護老人ホームの設置は喫緊

の課題です。

　ついては、特別養護老人ホーム設置の実現は、

議会としても強く希求するとともに、議会議員と

して、政治倫理条例を遵守し、公益のため 80 床

の特別養護老人ホーム設置の実現に努める必要が

あります。

　また、特別養護老人ホームの設置は、高齢者福

祉施設等の施設整備事業者協議要項にのっとり、

地域住民の協力のもとに円滑に行われることを望

むものです。

　以上のようなことから、町執行部においては、

平成 26 年度の当該整備方針に、芦屋町における

80 床の枠配分について、設置許可権限を有する

福岡県に対して強く要請するよう決議します。
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芦
屋
町
一
般
職
員
の
給
与

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条

例
の
制
定

（
賛
成
少
数
・
否
決
）

　

国
家
公
務
員
の
給
与

減
額
支
給
措
置
を
踏
ま

え
、
平
成
25
年
７
月
か
ら

平
成
26
年
３
月
3�
日
ま

で
の
９
カ
月
間
、
芦
屋

町
職
員
の
給
与
を
平
均

６
・
�8
％
、
一
人
当
た
り

１
９
９
、
２
４
７
円
減
額

す
る
条
例
で
す
。

問　

職
員
給
与
の
減
額
及

び
引
き
下
げ
る
割
合
は

何
％
か
。
ま
た
、
国
の
地

方
交
付
税
の
削
減
額
は

答　

給
与
の
減
額
は
総
額

で
４
６
８
２
万
３
千
円
、

引
き
下
げ
率
は
階
層
別
で

４
・
77
％
又
は
７
・
77
％

に
な
り
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
２
２�

０
６
万
５
千
円
削
減
さ
れ

ま
す
。

問　

職
員
給
与
の
減
額
と

交
付
税
の
削
減
額
の
差
額

が
約
２
千
万
円
だ
が
、
交

付
税
の
削
減
額
よ
り
多
く

給
与
を
減
額
す
る
の
は
な

ぜ
か

答　

交
付
税
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
競
艇
・
病

院
関
係
の
職
員
も
、
一
般

会
計
職
員
と
同
じ
取
り
扱

い
と
す
る
た
め
、
多
く

減
額
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
多
く
減
額
し
た

２
千
万
円
の
使
途
に
つ
い

て
は
、
今
後
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

川
上
誠
一
議
員

①
地
方
自
治
の
原
則

を
踏
み
に
じ
る
行
為

で
あ
る
。

②
地
域
経
済
へ
悪
影
響
を

与
え
る
。

③
国
の
地
方
に
対
す
る
財

源
責
任
を
投
げ
出
す
こ
と

で
あ
る
。

　

ま
た
、
削
減
さ
れ
た
地

方
交
付
税
以
上
に
職
員
の

給
与
を
削
減
す
る
こ
と
は

「
便
乗
賃
下
げ
」
で
あ
る
。

　

公
務
員
の
給
与
や
定
数

に
関
し
て
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
あ
る
に
し
て
も
、
今

回
の
よ
う
に
国
が
、
地
方

自
治
体
の
固
有
財
産
で
あ

る
交
付
税
を
削
減
し
て
、

地
方
自
治
体
を
強
制
的
に

従
わ
せ
る
こ
と
に
は
反
対

で
あ
る
。
住
民
と
町
政
に

責
任
を
持
つ
町
議
会
と
し

て
自
治
体
を
守
る
た
め
に

も
反
対
す
る
。

妹
川
征
男
議
員

①
芦
屋
町
は
行
財
政

改
革
に
よ
り
人
件
費

の

給

与

適

正

化

に

基
づ
き
、
平
成
�8
年
度

か
ら
22
年
度
の
５
年
間

に
３
％
の
減
額
（
総
額

３
億
２
千
万
円
）
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
平
成
25
年

度
か
ら
３
年
間
で
、
退
職

金
約
４
０
０
万
円
の
減
額

を
行
う
。

②
職
員
の
生
活
を
圧
迫

し
、
職
員
の
や
る
気
（
士

気
）
の
低
下
が
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
る
。

③
冷
え
込
ん
だ
地
域
経

済
、
疲
弊
し
た
芦
屋
町
に

さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
恐

れ
が
あ
る
。

④
地
方
分
権
を
進
め
る
時

代
で
あ
り
な
が
ら
、
一
方

で
国
が
地
方
自
治
体
に
口

挟
む
も
の
で
は
な
い
。

時臨 会

３第 回 　第 3 回臨時会が６月 26 日に開催され、

芦屋町職員の給与を減額する条例が賛成

少数で否決となりました。

芦屋町職員の給与減額を否決！

質　
　

疑

討　
　

論

■第３回臨時会　賛否一覧表

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

議案名 / 議員名
松　

上

内　

海

刀　

根

妹　

川

貝　

掛

田　

島

辻　

本

小　

田

今　

井

川　

上

益　

田

中　

西

横　

尾

芦屋町一般職員の給与の臨時

特例に関する条例の制定
○ ● ● ● ● ● ○ ○ 欠 ● ○ ○

議

長

条　
　

例

賛

成

反

対

審議

結果

５ ６ 否決

○賛成、●反対、欠は欠席を表しています。

反 対

反 対

職員清掃ボランティア活動（月１回実施）
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妹
いも

　川
かわ

　征
いく

　男
お

　
　
　

町
は
、
勝
山
の
地

主
か
ら
土
地
明
渡
請
求
と

し
て
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

裁
判
長
命
令
で
、
無
償
譲

渡
契
約
書
（
以
後
「
契
約

書
」
と
い
う
）
が
開
示
さ

れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
公

開
し
な
い
の
か
。
議
会
運

営
委
員
会
８
人
に
は
、
秘

密
会
に
し
て
開
示
し
た

が
、
そ
れ
以
外
の
議
員
に

は
開
示
し
て
い
な
い
。
差

別
で
は
な
い
か
。

　
　
　

契
約
相
手
企
業
の

承
諾
が
得
ら
れ
な
い
の
で

公
開
で
き
な
い
。

　
　
　

契
約
書
は
芦
屋
町

と
民
間
企
業
が
交
わ
し
た

も
の
で
は
な
い
か
。

　

昨
年
９
月
議
会
で
、
町

は
契
約
書
を
開
示
せ
ず
補

正
予
算
を
提
案
し
た
。
こ

の
契
約
書
の
内
容
は
地
方

自
治
法
第
96
条
１
項
９
号

の
負
担
付
寄
付
、
贈
与
に

該
当
し
議
決
案
件
と
判
断

す
る
が
、
議
会
に
諮
ら
ず

交
わ
し
た
契
約
書
は
無
効

で
は
な
い
の
か
。

　
　
　

財
務
関
係
書
籍
等

調
査
し
た
結
果
、
議
決
案

件
で
は
な
い
と
判
断
し

た
。

　
　
　

な
ぜ
勝
山
の
地
主

か
ら
訴
え
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。
地
主
に

誠
意
を
も
っ
て
対
応
す
べ

き
で
あ
る
。

　
　
　

無
償
譲
渡
を
受
け

入
れ
、
約
１
億
円
の
町
益

が
あ
る
。
議
員
も
よ
く
認

識
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　

不
採
択
の
理
由

は
、
成
り
す
ま
し
地
主
が

同
意
書
を
提
出
し
た
こ

と
、
ま
た
建
設
予
定
地
は

鉱
害
復
旧
跡
地
で
あ
り
、

４
階
建
て
の
建
物
は
地
盤

が
軟
弱
で
支
障
が
で
る
な

ど
の
理
由
と
私
は
判
断
す

る
が
、
不
採
択
に
な
っ
た

理
由
は
。

　
　
　

福
岡
県
で
は
理
由

を
公
表
し
な
い
と
さ
れ
て

い
る
の
で
、
理
由
は
承
知

し
て
い
な
い
。

　
　
　

地
主
た
ち
に
今
ま

で
の
経
過
を
説
明
し
、
謝

罪
し
た
か
。

　
　
　

経
過
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
で
知
ら
せ

て
い
る
が
、
地
主
の
所
に

は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

地
主
の
同
意
書
は

字
名
が
間
違
っ
て
お
り
、

い
い
加
減
で
あ
る
。
事
業

者
に
訂
正
す
る
よ
う
指
導

し
た
か
。

　
　
　

指
導
し
て
な
い
。

　
　
　

分
筆
行
為
は
、
誰

が
入
れ
知
恵
し
た
の
か
。

　
　
　

我
々
は
何
も
身
に

覚
え
が
な
い
。

　
　
　

選
定
委
員
会
に
、

隣
接
地
主
の
同
意
書
は
、

分
筆
さ
れ
た
同
一
名
義
人

で
あ
る
と
説
明
し
た
か
。

　
　
　

地
権
者
が
同
じ
と

確
認
し
て
い
な
い
の
で
所

有
者
が
同
じ
で
あ
る
と
は

説
明
し
て
い
な
い
。

無償譲渡契約書は、なぜ開示

しないのかＱ

Ａ

町 政を問う　～ 一般質問 ～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

※
質
問
の
内
容
、
答
弁
は
紙
面
の
都
合
上
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
一
般
質
問
の
会
議
録
は
、
議
会
事
務
局
や

　

芦
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

契約相手企業の承諾が得られ

ないので公開できない

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
外
発
売
所
の
ボ
ー
ト

ピ
ア
勝
山
（
京
都
郡
み
や
こ
町
）

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
不
採
択

議

員

課

長

議

員

課

長

議

員

課

長

議

員

課

長

議

員

課

長

ボ
ー
ト
ピ
ア
勝
山
の

無
償
譲
渡

課

長

議

員

課

長

町

長

議

員

議

員
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川
かわ

　上
かみ

　誠
せい

　一
いち

町 政を問う　～ 一般質問 ～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

Ｑ

Ａ

消費税増税なしに社会保障充

実・財政再建は可能である

　
　
　

安
倍
政
権
が
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
と
し
て
い
る
３

本
の
矢
は
、
賃
上
げ
に
よ

る
デ
フ
レ
不
況
打
開
と
は

正
反
対
に
国
民
の
所
得
と

消
費
を
減
ら
し
、
国
民
生

活
と
日
本
経
済
に
混
乱
と

新
た
な
危
機
を
も
た
ら
す

大
変
危
険
な
も
の
だ
。
来

年
、
再
来
年
と
消
費
税
の

連
続
増
税
が
実
行
に
移
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

日
本
共
産
党
は
消
費
税

に
頼
ら
ず
、
社
会
保
障
充

実
、
財
政
再
建
打
開
の
提

言
を
発
表
し
て
い
る
。
消

費
税
増
税
は
国
民
の
暮
ら

し
に
大
打
撃
を
与
え
る
だ

け
で
な
く
自
治
体
に
も
影

響
を
与
え
る
。
影
響
額
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　

一
般
会
計
で
は

８
％
で
４
４
０
０
万
円
、

�0
％
時
で
８
０
０
０
万
円

の
財
源
が
増
え
る
。

　

し

か

し
、

給

食

セ�

ン

タ

ー

特

別

会

計

で

３
７
０
万
円
と
６
１
０
万

円
、
病
院
事
業
会
計
で

は

２

６

８

０

万

円

と

４
５
４
０
万
円
負
担
増
が

見
込
ま
れ
る
。
競
艇
事
業

で
は
支
出
が
３
億
円
と

４
億
円
の
増
と
な
る
。

　
　
　

一
般
会
計
は
経
済

状
況
が
落
ち
込
ま
な
い
こ

と
が
前
提
で
、
消
費
が
落

ち
込
ん
だ
時
は
厳
し
い
も

の
と
な
り
、
町
の
他
会
計

に
も
多
大
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
る
。
特
に
競

艇
事
業
や
病
院
事
業
に
お

い
て
は
、
議
会
と
十
分
に

協
議
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

ま
た
、
町
長
と
し
て
消

費
税
増
税
の
撤
回
を
国
に

求
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　

持
続
可
能
な
国
及

び
地
方
自
治
体
の
運
営
の

た
め
、
消
費
税
は
必
要
な

措
置
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

生
活
保
護
基
準
を

参
考
に
し
て
い
る
町
の
制

度
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
か
。

　
　
　

町
民
税
、
固
定
資

産
税
、
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
、
就
学
援
助
、
学

童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料
の
免

除
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　

就
学
援
助
制
度
は

ど
の
く
ら
い
の
生
徒
が
受

け
て
い
る
の
か
。

　
　
　

小
学
校
で
１
０
８

人
、
�2
・
４
％
、
中
学
校

で
86
人
、
�7
・
５
％
の
生

徒
が
受
け
て
い
る
。

　
　
　

多
く
の
生
徒
が
就

学
援
助
を
受
け
て
い
る

が
、
保
護
基
準
が
引
き
下

げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
利

用
で
き
な
く
な
る
生
徒
が

出
る
。
ど
う
対
応
す
る
の

か
。

　
　
　
　

経
済
格
差
に
よ

り
学
力
差
が
つ
か
な
い
よ

う
に
イ
ブ
ニ
ン
グ
ス
タ

デ
ィ
や
土
曜
学
び
あ
い
、

土
曜
授
業
等
で
学
力
を
高

め
て
い
き
た
い
。

消費税増税は持続可能な社会

保障制度のために必要

給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
調
理
の
様
子

消
費
税
増
税
が

及
ぼ
す
影
響

議

員

課

長

議

員
生
活
保
護
基
準
の
引

き
下
げ
に
よ
る
影
響

議

員

課

長

議

員

課

長

議

員

教

育

長

町

長

※
質
問
の
内
容
、
答
弁
は
紙
面
の
都
合
上
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
一
般
質
問
の
会
議
録
は
、
議
会
事
務
局
や

　

芦
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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４
月
９
日
付
け
で
、
豪

ド
ル
円
為
替
連
動
債
の
元

金
３
億
円
が
償
還
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
20

年
４
月
に
購
入
し
た
債
券

で
、
最
初
の
一
年
間
は

３
％
の
利
子
が
つ
き
、
そ

の
後
は
、
為
替
の
変
動
に

よ
り
５
％
の
利
子
に
達
し

た
時
点
で
、
元
金
が
償
還

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

元
金
償
還
ま
で
の
利
子

は
、
結
果
的
に
約
５
・
５
％

の
利
率
と
な
り
、
金
額
と

し
て
１
６
４
８
万
５
千
円

の
収
入
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
�4
日
、
芦
屋
町
消

防
団
第
２
分
団
の
新
し
い

消
防
車
庫
の
竣
工
式
が
あ

り
ま
し
た
。
様
々
な
災
害

に
対
し
、
住
民
の
命
と
財

産
を
守
り
、
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て
、

よ
り
一
層
防
災
防
火
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

芦
屋
町
基
地
対
策
協
議

会
か
ら
、
芦
屋
基
地
に
対

し
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

　

内
容
は
、
滑
走
路
延
伸

に
関
す
る
住
民
へ
の
速
や

か
な
説
明
の
要
請
。
ま

た
、
災
害
発
生
時
の
緊
急

避
難
場
所
と
し
て
の
開

放
、
基
地
外
居
住
者
へ

の

自

治

区

加

入

促

進

の

協

力
依
頼
な
ど
、

８
項
目
。

　

ま
た
今
後
、

住

宅

防

音

事

業

の

補

助

対

象

区

域

の

拡

大
、

テ

レ

ビ

受

信

料

の

半

額

補

助

対

象

区
域
の
拡
大
、

住

宅

防

音

区

域
外
の
騒
音
測
定
の
要
請

の
３
項
目
を
要
望
す
る
予

定
で
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
早
期
整
備
の
た
め
、
26

年
度
の
高
齢
者
福
祉
施
設

等
の
整
備
に
つ
い
て
、
福

岡
県
へ
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
町
長
が

県
へ
陳
情
に
行
く
予
定
で

す
。

　

22
年
度
か
ら
国
土
交
通

省
に
よ
り
着
工
さ
れ
た
、

遠
賀
川
河
口
堰
の
魚
道
改

良
事
業
が
、
５
月
末
で
完

了
し
、
６
月
か
ら
芦
屋
町

が
維
持
管
理
を
行
い
ま

す
。

　

こ
の
改
良
工
事
で
は
地

域
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
、
学
識
者
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
随

時
行
い
、
環
境
面
や
景
観

面
に
配
慮
し
た
整
備
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

・
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の

　

帰
還

・
財
団
法
人
芦
屋
町
開
発

　

公
社
の
清
算
終
了

・
裏
千
家
へ
の
芦
屋
釜
の

　

寄
贈

・
緑
ヶ
丘
保
育
所
と
子
育

　

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指

　

定
管
理
者
、
公
募

・
芦
屋
都
市
計
画
臨
港
地

　

区
の
決
定

　行政報告とは・・・

議会改革により、昨年 12 月議会から実施されて
いるもので、町長が議会を通じて町の重要な問
題の経過等を住民に報告するものです。

豪
ド
ル
円
為
替
連
動
債

の
償
還

消
防
団
第
２
分
団
車
庫

の
完
成

芦
屋
基
地
と
、
九
州
防

衛
局
へ
の
要
望
活
動

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
に
係
る
要
望
活
動

遠
賀
川
魚
道
公
園
の

完
成

そ
の
他
の
報
告

役場横に完成した消防団第２分団車庫

遠賀川河口堰に整備された遠賀川魚道公園

議会だよりあしやです平成 25年８月 20日　第 178号 ⑧
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議
会
改
革
特
別
委
員
会

で
は
、
昨
年
９
月
議
会
で

中
間
報
告
を
行
い
、
現
在

最
終
報
告
に
向
け
て
ま
と

め
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
回
は
、
現
在
協
議
し

た
内
容
の
う
ち
、
本
委
員

会
で
決
定
し
た
活
性
化
事

項
に
つ
い
て
主
な
も
の
を

報
告
し
ま
す
。

議
会
日
程
お
よ
び
質
問
通

告
書
の
周
知

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
た
定
例
会
日
程
と

一
般
質
問
の
件
名
を
、
広

く
町
民
に
情
報
提
供
す
る

た
め
、
町
内
３
公
民
館

（
東
・
中
央
・
山
鹿
）
と

議
会
事
務
局
前
掲
示
板
に

掲
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
臨
時
会
、
各
委

員
会
の
日
程
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
議
会
事
務
局
前

掲
示
板
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

一
般
質
問
の
対
面
方
式

　

一
般
質
問
の
際
、
執
行

部
へ
の
質
問
を
傍
聴
人
に

向
か
っ
て
発
言
す
る
こ
と

が
不
自
然
な
た
め
、
議
席

前
列
中
央
を
質
問
席
と
し

て
一
般
質
問
を
行
い
ま

す
。

一
問
一
答
方
式

　

一
括
方
式
は
、
自
然
な

会
話
の
や
り
方
に
反
し
て

い
る
た
め
、
住
民
感
覚
に

即
し
た
一
問
一
答
方
式
で

議
論
し
ま
す
。
し
か
し
、

時
間
配
分
が
難
し
い
た

め
、
質
問
方
式
は
選
択
制

に
し
て
試
行
し
ま
す
。

議会改革特別委員会

レポート

　

議
員
自
ら
に
よ
る
編
集

と
発
行
に
向
け
て
の
調
査

及
び
研
修
の
た
め
、
５
月

�3
日
に
広
報
委
員
６
名
は

遠
賀
町
議
会
を
訪
ね
ま
し

た
。

　

遠
賀
町
議
会
は
、
議
員

に
よ
る
編
集
・
発
行
を
始

め
て
、
す
で
に
��
年
に
も

な
る
議
会
広
報
誌
の
先
進

地
で
す
。

　

奥
村
議
長
の
あ
い
さ
つ

で
は
、
��
年
前
の
広
報
調

査
特
別
委
員
会
設
置
か

ら
、
現
在
に
至
る
経
緯
を

説
明
さ
れ
、
「
当
初
、
大

変
な
思
い
を
し
て
今
が
あ

る
。
芦
屋
町
議
会
の
み
な

さ
ん
、
大
変
で
す
ぞ
！
」

と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
萩
本
委
員
長

か
ら
、
議
会
広
報
の
編
集

と
発
行
に
つ
い
て
、
細
か

な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

作
業
工
程
は
、
定
例
会

初
日
か
ら
完
成
ま
で
約
40

日
。
議
会
開
会
日
に
委
員

会
を
開
催
、
内
容
や
担
当

ペ
ー
ジ
な
ど
を
協
議
。
委

員
全
員
に
よ
る

校
正
は
２
回
。�

表

紙

の

写

真

は
、
町
内
の
イ

ベ
ン
ト
に
出
向

き
、
笑
顔
の
写

真
を
撮
影
し
て

い

る

そ

う

で

す
。

　

作
業
す
る
際

の
、

パ

ソ

コ

ン
、

プ

リ

ン

タ
ー
な
ど
の
備

品
は
議
会
事
務

局
の
物
を
使
用

し
、
専
用
の
部
屋
な
ど
も

設
け
ず
、
徹
底
し
た
低
コ

ス
ト
の
な
か
で
の
広
報
誌

面
づ
く
り
に
、
感
心
し
ま

し
た
。

　

今
回
、
遠
賀
町
議
会
視

察
の
有
意
義
な
研
修
を
も

と
に
、
芦
屋
町
議
会
だ
よ

り
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
発

行
と
な
り
ま
し
た
。

　
追
記　

７
月
５
日
に
は
岡

垣
町
議
会
の
視
察
も
行
い

ま
し
た
。

議会広報常任委員会

視察　in 遠賀

一般質問の対面方式実施により設置された質問席

遠賀町議会で研修を受けている議会広報常任委員会のメンバー
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／
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岡
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郡
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0

　

☎0
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2
3

）3
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7
9

　

印
刷
●
社
会
福
祉
法
人　

福
岡
コ
ロ
ニ
ー

議 

員 

控

 

室
【
発
行
責
任
者
】

　

議　

長　
　

横
尾　

武
志

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　

委
員
長　
　

川
上　

誠
一

　

副
委
員
長　

内
海　

猛
年

　

委　

員　
　

益
田　

美
恵
子

　

委　

員　
　

辻
本　

一
夫

　

委　

員　
　

田
島　

憲
道

　

委　

員　
　

貝
掛　

俊
之

　

芦
屋
町
議
会
で
は
現

在
、
議
会
改
革
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
住
民
の
付

託
に
応
え
ら
れ
る
議
会
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

３
月
定
例
会
で
議
会
広
報

常
任
委
員
会
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
自
ら
の
手
で
「
議

会
だ
よ
り
」
を
つ
く
り
、

議
会
活
動
を
町
民
に
周
知

し
、
町
民
の
議
会
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
信
頼
を

高
め
る
と
と
も
に
町
民
に

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、「
議

会
だ
よ
り
あ
し
や
で
す
」

の
編
集
発
行
、
町
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、

議
会
映
像
の
配
信
な
ど
積

極
的
な
情
報
の
公
開
と
資

料
の
提
供
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

委
員
一
同
、
広
報
誌
の

作
成
は
初
め
て
で
あ
り
、

大
変
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
意
見
等
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
わ
か
り

や
す
い
議
会
広
報
活
動
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

川
上　

誠
一

　

芦
屋
町
議
会
は
議
員
厚

生
会
行
事
の
一
つ
と
し
て

５
月
25
日
（
土
）
に
遠
賀

川
で
開
催
さ
れ
た
第
�5
回

遠
賀
レ
ガ
ッ
タ
に
出
場
し

ま
し
た
。
（
35
チ
ー
ム
参

加
）

　

こ
の
競
技
は
、
４
人
漕

ぎ
の
「
ナ
ッ
ク
ル
艇
」
を

使
用
し
て
５
０
０
メ
ー
ト

ル
を
漕
い
で
タ
イ
ム
を
競

い
ま
す
。

　

郡
内
の
４
町
議
会
が
競

い
合
っ
た
予
選
で
は
、
２

日
間
の
練
習
と
ス
タ
ー
ト

ダ
ッ
シ
ュ
作
戦
が
功
を
奏

し
て
？　

経
験
豊
か
な
遠

賀
町
議
会
に
競
り
勝
ち
、

１
着
に
な
り
ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
、
若
手
の

強
豪
チ
ー
ム
に
平
均
年
齢

64
歳
の
お
じ
さ
ん
チ
ー
ム

も
奮
闘
し
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
５
位
と
い
う
結
果

で
し
た
。

　

選
手
、
応
援
の
皆
さ
ん

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

日　

程

　

４
月
21
日
か
ら
23
日

視
察
先

　

千
葉
県　
　

長
生
村

　

神
奈
川
県　

三
浦
市

視
察
者

　

今
井
保
利
・
川
上
誠
一

長
生
村

　

議
会
改
革
に
つ
い
て　

　

現
地
で
は
、
通
年
議
会

や
議
会
報
告
会
な
ど
を
取

り
入
れ
、
議
会

と
住
民
の
理
解

を
深
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま

し
た
。

　

同
時
に
議
会

の
目
的
、
機
能

を
最
大
限
に
発

揮
す
る
た
め
に

条
例
を
制
定
し

て
い
ま
し
た
。

三
浦
市

　

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

　

三
浦
市
の
水
産
業
と
観

光
業
を
多
様
化
し
、
活
性

化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
研

修
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
住
民
と
連
携
協

力
し
、
観
光
活
性
化
・
定

住
増
加
ビ
ジ
ョ
ン
を
取
り

入
れ
て
、
施
策
の
展
開
を

図
っ
て
い
ま
し
た
。

　

住
民
か
ら
の
提
案
事
業

を
募
集
し
、
こ
の
事
業
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

て
、
魅
力
的
な
再
生
計
画

を
行
政
と
一
体
と
な
っ
て

推
進
し
て
い
ま
し
た
。

　
　　予選は１位でゴール！
　　　　     

                                 遠賀レガッタ

マグロのせりが行われている三崎水産物地方卸売市場

芦屋町議会の選手　Ｈ 25.5.25

議会広報常任委員会

行
政
視
察

　
　

レ
ポ
ー
ト
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